
学校関係者評価 今後の改善点

教
職
員
の
働
き
方
改
革

１　抜本的な業務縮減として，学校行事の縮減と業務の平準化を行う。
２　ＩＣＴを活用した業務改善（出席簿管理，通知表，指導要録，アンケート 等）を行う。
３　QOLの向上のため職員が「ＭＹ定時退校日」を設定し，月に１人当たり２回以上定時
　　退校した職員の割合85%以上を目指す。
４　支援ボランティア，外部人材の活用により，時間外月45時間以内を目指す。

（成果と課題）
１ 　学校行事については，このコロナ禍の状況の中，実施方法の工夫により縮減を図る
   ことができた。また，業務の平準化については，ここ数年で進んだが，教員アンケート
   からまだまだ改善の余地があると考える。

２   ＩＣＴの活用によりかなり業務改善が進んだ。今年度は児童アンケートもパソコンを
  使って行うことにより業務改善は進めることができた。しかし，保護者アンケートにつ
　いては，全保護者からの回答を得ることができなかったので今後の検討課題である。

３   これについては，99%達成できた。多くの学校が定時退校日を一律で設定しているが
  本校では,各個人で設定する｢Ｍｙ定時対校日｣としているので，自分の帰りやすい日に
　設定するのでこの達成率につながっていると考えられる。

４   今年度は12月末で45時間以内に収まっている。これには，スクールサポートスタッフ
   という外部人材により，印刷や掲示物の作成等の業務を担ってくれて時間外も昨年以
   上に縮減できている。この生み出したゆとりの時間を，子どもへの支援や家庭との
   連絡に充てより関係を築き子どもたちへ還元していきたい。
     ４月から時間外月45時間を超えた職員はなし(昨年はのべ４人)。時間外労働時間は
   月平均で19.2時間(昨年は20.6時間)。
　　 今後も業務の分担の見直しや改善を図るなどのマネジメントをし，職場のよりよい
　 関係づくりにも尽力し，さらなる時間外労働の縮減を目指していきたい。

・　 ＩＣＴのさらなる活用を見出していくように。
・　 スクールサポートスタッフの活用により，時間外勤務が縮減したことは
　教員のゆとり時間を生み出した。このことが子どもたちにきめ細やかな
　教育をもたらすことを期待したい。
・　 定時退校日を各個人で設定するのはいいことだと思う。
・　 教師の｢余裕｣が子どもへ返っていく（授業研究や子どもとの丁寧な
　かかわり等）ことを願う。
・　 業務の平準化は難しいですね。せめて授業時間数が軽減できるよう
　教育委員会に人的配置をお願いしたい。
・　 先生やＰＴＡだけでなく，子どもたちの要望や成長を第一に考えて行事
　等の取捨選択をしてほしい。
・　 コロナ禍による学校行事の縮減は評価するが，運動会，森のまつり，
　卒業式等地域とのつながりが希薄にならないよう工夫してほしい。
・　 職員の方々には大変お忙しいなか学校行事に取り組んでいただき，
　感謝しております。ただ，縮減ばかりが先行しすぎて子どもたちの満足
　度が下がらないようお願いしたい。
・　 行事を縮減した，時間外労働が減少した，これらの評価は先生方に
　とってのものである。教師のゆとりが生まれたことで子どもたちや地域
　家庭にどのようなメリットがあったのかも今後は教えてほしい。

１・　行事については，コロナの五類に伴い，
　　慎重に見直しを図っていきたい。また，
　　業務の平準化についてもこの年度末に，
　　次年度へ向けた会議の中でできる限り
　　努めていきたい。
２・　ＩＣＴ機器の研修を深め，さらなる業務
　　改善につながる機能を取り入れていきたい。
３・　これまで同様に，一律で定時退校日を設
　　定せず，個人で設定するということを継続
　　して行う。
４・　スクールサポートスタッフの有効活用は
　　継続する。今後は，外部人材の活用に
　　よってどのように働き方改革につなげる
　　か，有効な活用方法を見出していきたい。

〇１～４については次年度も継続して取り組む。
　次年度は，働き方改革が進んだことにより生み
　出された時間によって，子どもたちにどのよう
　なメリットがもたらされたのか検証していきた
　い。
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１　あいさつ運動を実施し，90％以上の児童が自分から元気な声であいさつできる。
２　いじめゼロを目指すとともに，いじめアンケートを年３回実施し，即日対応を行う。
３　障がいのある人への理解を深める授業を行い，安心できるクラスづくりを推進する。
４　子ども理解会議（年間10回）と校内支援会議（年間30回以上）の充実を図る。

（成果と課題）
１　児童アンケートでは96.4%，保護者アンケートでは94.3%が肯定的な回答であった。
　ただ，｢自分から｣ということについては課題であると捉えている。

２　１･２学期のいじめアンケートでは，いじめを受けていると回答した件数が24件。
　内容としてはからかいや嫌なことを言われるが主なものであった。担任，生徒指導担
  当を中心に早期の解決を図った。今後もアンケートをはじめ，教師側の見守りや児童
  とのより良い関係を築き，早期発見に努める。

３　道徳，総合の授業で障がいのある人への理解を深める授業を実施した。また，毎日
  の生活(クラス内，たてわり学習等)を通してより良い関係づくりができている。

４　毎月の職員会議の最後に，各学年より気になる児童やクラスの様子について，報告
  し情報共有を図った。また，特に気になる事案については，関係する職員で話し合い
  の時間を取り，共通理解を図った。特別支援学級の児童を中心に，年度初めと各学期
  の終わりに支援ファイルについて必要に応じて担任や特別支援コーディネーターと保
  護者との話し合いの場をもち，児童の適切な支援について共通理解を図った。
 　 課題としては，学校は児童の共通理解を図り指導を行ってきていたが，保護者アン
　ケートの｢自分のことに自信が持てるよう指導に工夫をしているか｣では87%の肯定的
　な回答があったが昨年度より４ポイント以上のダウンであった。今後は指導や日々
　の係わりでの言葉がけ等にさらなる改善が必要と考える。

・　 コロナで人間関係が希薄になっているなか，子どもたちはマスクで表情
　も見えない。先生方の苦労は大変と思うが，些細な変化を見逃さず子ども
　たちに関わっていただきたい。
・　 いじめの早期発見と毎日の見守り等いじめが起きない環境づくりをお願
　いする。
・　 いじめの発見はむずかいいですが，先生と子どもの信頼感を日々築い
　てほしい。
・　 いじめについては早期に発見し，大きな問題になる前に組織的な対応
　に努めていただきたい。
・　 道端でもあいさつができることはいいと思う。
・　 町内でも学校の登下校でかなりの子どもがあいさつしてくれる。
・　 多くの子どもがこちらからあいさつをすれば返してくれる。さらに自分
　から率先してできるようになってほしい。
・　 あいさつが自分からできない子どものなかには，はずかしいという気持
　ちあるのではと思う。会釈を返してくれるだけでも嬉しく思う。まずは大人
　から積極的にあいさつをし，学校も地域も家庭もあいさつで溢れる環境
　をつくることで解消されるのでは。
・　 気になる子どもの情報共有をすることはいいことなので継続して取り組
　んでいただきたい。
・　 いろんなことで保護者と本音で話せるといいのですが･･･。
・　 自尊感情が低いのは子どもばかりでなく保護者もそうでないか。
　日常生活での些細な発見でもいいので子どもたちのがんばっているとこ
　ろを通信などで情報発信していけばどうか。

１・　あいさつについては教師側からも積極的に
　　取り組むとともに子どもを中心とした取り組
　　みや啓発活動を行う。さらには，「さきに」
　　行えるような取り組みも仕掛けていきたい。
２・　いじめについてはアンケートにより発覚し
　　たものには担任だけでなく，複数の教師で迅
　　速かつ丁寧な対応を心がける。また，未然防
　　止として日々の児童観察を丁寧に行い，教師
　　間の情報交換を積極的に行う。また，対処し
　　たことについては子ども理解会議や打合せで
　　ことにより報告していく。
３・　今後も校内での研修や外部での研修への
参
　　加を行い，多様な子ども理解に努め，よりよ
　　い集団作りに努める。
４・　両会議とも今後も継続して行う。特に進級
　　に伴い担任が変わる場合においては，担任
間
　　の引継ぎを丁寧かつ確実に行うために時間
の
　　確保等に努める。
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１　コロナ禍においても感染症対策を十分取り，できる範囲で学校公開を行う。
２　学校だよりやPTA会議等で，積極的な情報発信を行う。
３　地域・外部人材の活用と社会に開かれた教育課程の実現を進める。
４　保護者・地域と連携した安全・安心の取組として，「ながら」見守りを進める。

（成果と課題）
１　 感染症対策に努め，分散での授業参観や運動会，マラソン大会は制限なく見ていた
   だくことができた。しかし，森のまつりはコロナ感染者の増加時期であったので，保護
   者や地域の方々に参観していただくことができなかった。

２　 学校だよりを１２月末現在で２１号発行した。また，発行したたよりはホームページに
   も掲載した。また，ホームページでは学校運営協議会の報告も掲載している。

３　 ４～６年生のたてわり班で地域産業のお茶についての探求学習や２･３年生のまち
   たんけん，５年生の稲作体験，１･２年生の生活科の授業では，地域の方々の協力を
   いただくことができた。外部人材としては，租税教室(６年)，弁護士によるいじめ
   防止授業(５･６年)，スマホ講座（４～６年），環境に関する授業(３～６年)等様々
  な取り組みをすることができた。

４　 地区市民センター等を通して地域の方々に｢ながら｣見守りに登録していただき，子
   どもの見守り活動をお手伝いいただいた。特に今年度は全国的な不審メールが送ら
   れることもありその都度，保護者，地域の方々の協力により安心･安全な登下校が
   できた。

・　 ＰＴＡ以外のボランティアをコロナ以前に戻すことはかなりの努力を要す
　ると思う。
・　 学校と地域の連携と協力，親近感を増すために具体的な取り組みをす
　る必要があると思う。以前より学校が地域住民から遠くなったと思う。
・　 コロナでなかなか行事が思う存分できないなか，次年度に向けて子ども
　が満足いくような楽しめる行事をやりたいですね。
・　 ボランティアが必要な時だけでいいから呼んでもらえれば協力は惜しま
　ない。
・　 長い間コロナで活動できなかったので，徐々にでいいのでボランティア
　の活動を増やしてほしい。
・　 ＰＴＡや地域ボランティアの活動を更に活用してもらいたい。
・　 児童の積極的な活動の様子がよくわかる通信をありがとうございます。
  特に高学年の児童の積極性は学校が取り組んでいる縦割り活動の成果
  ではないか。縦割り活動から生まれる高学年としての自覚がどんどん増し
　てくるのではないか。これからも児童の様子や学校の様子がわかる通信
　の発行をお願いしたい。

１・　できる限り学校公開を行い，子どもの様子
　　を見られる機会を増やしていく。
２・　通信では，行事や業務連絡だけではなく，
　　子どもたちのがんばっていることや日常生活
　　での良かったことなどを積極的に保護者へ伝
　　えていく。また，読書につながるよう活字に
　　なれるためにも子どもが興味をもつような記
　　事も掲載できればしていく。
３・　地域や外部の人材活用した授業を行う。こ
　　れらの授業は，講師先生との出会いによる，
　　キャリア教育の要素もあり，将来の夢や展望
　　を持つことにもつながるので，積極的に実施
　　していく。
４・　今後も市民センタ－等を通じて「ながら」
　　見守りボランティアを知らせ，多くの方に
　　登録いただけるよう地域に伝えていきたい。
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１　全国学調やみえスタの結果分析を授業改善に活用する。
２　学期に１回，家庭学習強化週間を設け，家庭学習の充実を図る。
３　朝の１５分学習を補充学習として行うとともに，異学年でのグループ学習｢まなびっこ
  タイム｣を実施し，知・徳・体の育成を計画的に行っていく。
４　読書活動を充実させ，本の貸出し冊数を１人当たり50冊以上を目指す。
５　ボランティアを募集し，できる範囲でボランティアの要請をしていく。

（成果と課題）
１　全国学力調査やみえスタの採点を教員が行い,校内研修会において結果を分析し,授
　業改善の方法を議論・検討した。また授業改善については,互いの授業を公開して見合
　い,改善点について意見交換をする「授業力UP週間」を実施した。

２　家庭学習強化週間の振り返りアンケートでは62.1%の児童が各家庭で決めた時間，
  学習に取り組むことができた。ただ，児童アンケートの｢宿題をしているか｣の結果で
  は，95.8%であったが｢予習復習をしている｣の結果は64.1%と強化週間と同じであった。
　このことから今後は強化週間では70%の児童が取り組むことを目標に学校と家庭･
  地域で取り組んでいきたい。
　
３　３年生以上では，週３回朝の15分間の学習時間に，計算を中心に復習や反復学習に
　取り組んだ。短時間で取り組むことで児童は集中して取り組むことができた。
　　また，どの学年も毎日の朝の15分間の学習時間を活用し，国語科や他教科の学習，
　たてわり班学習（異学年でのグループ学習 「学びっこタイム」）を計画的に行い，互い
  に教えあうことや探究（サーチ）学習等を通して学習意欲の向上やICT機器の基本操作
  の習得，基礎学力の定着を図ることができた。２学期からは,教育指導課が作成した
  「読む・書くワークシート」を活用し,基礎学力のさらなる向上に取り組んでいる。

４　巡回図書館指導員とも連携を図りながら，学校図書館の環境の充実を進めた。各学
  年，年間2回以上は指導員による図書の授業を計画し，実践した。また，集会で各学年
  のすすめ本をすべて読んだ児童の表彰や，本の貸し出しが多かったクラスの紹介をす
  るなどして，読書への意欲づけを行った。
    課題として，保護者アンケートの｢読書習慣の大切さを指導しているか｣が80%以上の
　肯定的な回答があったが，昨年度より約８ポイントのダウンとなった。学校での取り
　組みをもっと伝えていくことと，情報提供についても工夫が必要である。

５　 様々な行事ではＰＴＡの方々を中心に，のべ２８７名の協力を得ることができた。
　今後はコロナの状況にもよるが，学習ボランティアの要請を増やしていきたい。

・　学校の様々な努力については感謝している。
・　分析し，弱みを改善し，学力アップにつなげてほしい。また，授業の公開
  と改善点の意見交換は有益なので続けてほしい。
・   一つの数値的目標となる学調やみえスタの結果にこだわるのはわかる
  が，この項目の指標は子どもにつけたい力にすべきではないか。
・　 教師が鈴西の子どもにつけさせたい力を共有し，それを意識して授業
　に取り組んでいるか。自身での振り返りを大切に。
・　 落ち着いた鈴西小でこそ教師の力を伸ばすことが可能である。頑張っ
　てほしい。
・   学習については個々で取り組むという形の学習ももちろん大切である。
  それとともにグループで課題に取り組むというスタイルもいれてはどうか。
  協力することや学習の達成感がより得られるのではないか。
・   今の子どもたちは，｢与えられる｣という環境に慣れており，自発的に取
  り組むということが苦手である。子どもたちが自発的に取り組める，興味
  をもつ課題づくりが大切である。
・   ６月の研究発表会で授業を参観して，グループでの取り組みを見て，
  子ども同士のかかわり，子どもと先生のかかわりが素晴らしく課題に
  取り組む姿勢が良かった。
・　 縦割り班活動で先生方が他学年の子どもにも目が行くことはいいこと
　だと思う。
・   発想力等を豊かにするには読書が一番。子どもたちに読書の必要性
  を教え，習慣づけてほしい。
・   巡回指導員さんを有効に活用し読書活動の大切さ，面白さを上手く伝え
  てくれるのでは。また，読書の定着により読解力，文章を書く力等学力の
  向上につながっていく。
・　 読書活動については，読書の楽しさを伝えることと満足感(面白い，新た
　な発見等)を感じてもらえればと思う。また，貸出冊数の｢50冊｣というのは
　高学年には難しいので低，中，高学年別に設定してはどうか。
・　 朝学習や学びっこタイムは継続して取り組んでいただきたい。

１・　これまで同様に，学力調査，みえスタディ
　　チェックについては全ての教員で採点，校内
　　研修での分析，授業改善に取り組む。
　・　縦割り学習同様，学年の授業においても小
　　グループを活用し，対話の重視とつながりを
　　生み出す授業を目指す。
　・　授業改善の検証を図るため，｢授業力ＵＰ週
　　間｣の実施（年２回を目指す）
２・　家庭学習強化週間を効果的に活用すると
　　ともに，宿題(家庭での学習等)の内容等に
　　ついて考えていく。
３・　縦割り学習は今後も継続し，より対話を生
　　み出す課題についても考えていく。
　・　朝の１５分学習を継続して取り組んでいく。
４・　貸出冊数の目標値を一律同じではなく低，
　　中，高もしくは低，高で分けて目標値を設定
　　する。
　・　巡回指導員さんのさらなる有効活用。
　・　読書記録カードの継続。
　・　教師側からの読書の大切さや面白さを伝え
　　ていくとともに子どもたち(委員会)が主体と
　　なった呼びかけやイベントの実施。
　・　読書以前に，活字に慣れさせることも踏ま
　　え，指導課のワークシートの取り組みや教室
　　での掲示物（タイムリーな新聞記事等）など
　　活字に触れさせる工夫に取り組む。
５・　必要なニーズを把握し，様々な分野でのボ
　　ランティアの協力を積極的に要請していく。

令和４年度　学校関係者評価書（様式）

鈴鹿市立鈴西小学校

評価
項目

本年度の活動（具体的な手立て）と指標


